

































combinant Mouse IL–6 投与群（IL–6 群）と，
Phosphate Buffered Saline（PBS）投与群（PBS
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あるMonocyte Chemotactic Protein1（MCP 1 ），







（Human Aortic Endothelial Cells : HAECs）
を培養，SAAで刺激後，Intercellular Adhesion 
Molecule 1（ICAM 1），Vascular Cell Adhesion 




















色において，IL–6群では血管内膜の TLR 2 の発
現が上昇する傾向を認めた．また，PBS群と比
較し，MCP 1 の発現が 6，12週ともに増加し，
経時的な病変部の増大とともに増加した．さらに，
HAECsにおいては，SAA刺激により ICAM 1，
VCAM 1，MCP 1 の発現が増加したが，刺激前






体である TLR 2 に 結合することにより，
ICAM 1 ，VCAM 1 ，MCP 1 の発現が上昇し，
動脈硬化症が増大する経路の存在が示唆された．
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